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第 58 回 阪神の有名校で銅像探索 

               筆者：林 久治（記載：2018 年６月 25 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気
侭な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め
目線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既
に優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本銅像探偵団（１）のサイト）の銅像探索に参加している。私は珍

しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけることを

目標としている。ここで「珍しい」とは、「市井で頑張って人生を過ごしたが、有

名人ではなく一般には全く知られていない人物」と言う意味である。最近、私は大

阪近傍で、その候補となりそうな銅像を数体ネットで見つけておいた。私は６月６

日から 19 日まで大阪・北千里の息子宅に滞在していたので、その間にそれらの銅像

探索を行った。 

私が６月７日に先ず探索したのは西国街道の沿道の銅像であった。前回の記事/f

で、その探索記を書いた。今回は、６月 13 日に大阪市の大阪星光学院と神戸市の灘

高を訪問して、銅像を探索した次第を記載する。今回の探索で最初に行ったのは星

光学院で、その周辺地図を図１左に示す。（なお、本稿においては、資料の記述を

緑文字で、私（林）の意見や説明を青文字で記載する。） 

 

図１．左：四天王寺周辺の地図 本図は２）

のサイト/mより拝借。右：左図の➀地点から

愛染堂（左図の③）方向を撮影  
➀ ② 

③ ④ 

➄ 

http://www.japanprobe.com/2007/12/13/fearless-mouse/
http://www.geocities.jp/douzouz/
http://%E5%89%8D%E5%9B%9E%E3%81%AE%E8%A8%98%E4%BA%8Bmasaniwa.web.fc2.com/RW-57.pdf
http://burari.on.coocan.jp/uematidaiti.htm
http://burari.on.coocan.jp/uematidaiti.htm
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（２）大阪星光学院のドン・ボスコ像 
 今回、私は地下鉄の「四天王寺夕陽ケ丘駅」の３番出口（図１左の➀）から谷町

筋に出た。その場所から西方を撮影した写真が図１右である。谷町筋には、「熊野

街道」の標石があった。谷町筋の向こう側にある寺院が真光院（図１左の②）と愛

染堂（図１左の③）で、愛染堂の先に大江神社（図１左の④）がある。私は 2017 年

４月に、34 回の記事/fで真光院を、35 回の記事/fで愛染堂と大江神社を紹介した。 
 私が今回探索した大阪星光学院（以後、星光学院と略記する）は、真光院の南隣

（図１左の➄）にある立派な校舎の学校である。ウィキペディアによれば、本校の

概要は以下の通りである。 
1950 年にサレジオ会により創立された中高一貫の男子校である。創立以来フィールドホ

ッケー部が強く、1957 年と 1958 年に国体で優勝、現在でも 2007 年と 2009 年にインター

ハイ出場を果たしている。大学進学指導に力を入れており、卒業生の約半数は京都大学、

東京大学、国公立大学医学部医学科に進学しており、他にも、大阪大学、早稲田大学、慶

應義塾大学といった難関大学に進学する学生が多い。大阪府内での入試難易度は、私立で

最も高い。 

サレジオ会は北イタリアの司祭ヨハネ・ボスコ（1815-1888）によって 1859 年に結成さ

れたローマ・カトリック教会の修道会で、会員数の規模はイエズス会に次ぐ。サレジオ修

道会とも呼ばれる。本会は社会事業を通じて多くの人々を導いた。現在の本部はローマに

あり、ヨハネ・ボスコの理想を引き継いで世界中で青少年教育活動を行っている。なお、

ボスコは 1934 年に聖人に列しられ、カトリック教会では出版関係者の守護聖人である。 

最近、私はドン・ボスコ（ドンはイタリア語で司祭への敬称）の銅像が星光学院

にあり、日本銅像探偵団サイトには収録されていないことを知った。そこで、私は

大阪の名門校である本校の見物を兼ねて、ドン・ボスコ像の探索に行った次第であ

る。谷町筋に面している本校の校舎の写真を図２に示す。 

 
図２．大阪星光学院の校舎 

http://masaniwa.web.fc2.com/RW-34.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-35.pdf
http://www.geocities.jp/douzouz/
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 私が谷町筋に面している本校の校舎に到着すると、図２の左角に写っている鉄門

の内部左端に守衛所があった。そこで、守衛さんに銅像撮影を依頼した。守衛さん

はあちらこちらに問い合わせに行っていたが、暫くしてやっと入場を許可してくれ

た。鉄門の先には玄関があり、そこには図３上のような垂れ幕が架かっていた。垂

れ幕の左にガラス戸があり、守衛さんが戸の鍵を開けると、目の前にドン・ボスコ

像があった。鉄門の外側から本像は見えていたようであったが、玄関に入るまでは

私は気づかなかった。 

 

 

図３．上：星光学院の玄関、 

下：玄関奥に設置されたドン・ボス

コ像の全体。 
台座の銘板より、「本像はドン・ボス

コの生誕 200 周年を記念して、2015

年に建立された」ことが分かる。 
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図４．上：ドン・ボスコ像の上部、下：台座の銘文。 
 
 ヨハネ・ボスコの経歴と業績は３）のサイト/などに詳しく紹介されている。以下

に、彼の略歴を紹介する。 
1815.8.16：北イタリア・ピエモンテ地方のベッキ村で、貧しい農家に生まれる。 
1817：父を失い、家庭は一層貧しくなる。 

1831-35：キエリ市で下宿し、アルバイトしながら中・高等学校に通う。 
1835-41：キエリ市の神学校で学ぶ。 

http://www.donbosco.jp/japanese/donbosco/
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1841.6.5：司祭となり「ドン・ボスコ」と呼ばれる。 
1841.12.8：司祭になったばかりのドン・ボスコは最初の貧しい少年に出会った。当時、

多数の若者たちが農村を離れ、仕事を求めて大都会に流入してきていた。ドン・ボスコは、

彼らが道に群がり、暗い表情で悪事を働く姿を見た。中央市場に「若い労働力の市」があ

り、建築現場や工場主たちは若い労働者や少年を雇い、１日半リラで 12 時間ないし 16 時

間も働かせていた。トリノ市内の労働者の平均寿命は 19 歳だったという。この若者たち

を救うために彼は一生を捧げることを決心し、「オラトリオ」という新しいスタイルの教

育事業を始めた。 
1846.4.12：粗末な納屋を購入し、「オラトリオ」が定住。 

1854：「サレジオ会」という新しい教育修道会を立案。 

1859：正式にサレジオ会を創立。以後、教育修道活動を精力的に展開。 

1888.1.31：72 才で帰天。教会は、この偉大な教育者の聖徳を認め、「聖ヨハネ・ボスコ

（列聖：1934）」「若者の父・カトリック教育の師」と讃えている。 

 星光学院のドン・ボスコ像は、子供達に手を差し伸べているが、この姿は彼の業

績を象徴している。本像は明るい校庭を背景とする玄関ホールに設置されているの

で、全くの逆光であった。そのため、強制フラッシュで撮影したので、銅像の色が

金色に写ってしまった。本像の外観は青銅色で、金色に着色されているわけではな

いが、建立が新しいので金色に写ってしまったようだ。また、本像の建立が 2015 年

と比較的新しく、しかも学校内に設置されているので、日本銅像探偵団サイトには

未だ収録されていないのであろう。なお、別の角度から撮影した本像の写真を稿末

に掲載する。 
 
（３）全日大阪会館の野田卯一像 

私は星光学院のドン・ボスコ像を撮影した後、灘高にある嘉納治五郎を撮影に行

く予定であった。しかし、星光学院の近くにある全日大阪会館に野田卯一像があり、

本像も日本銅像探偵団サイトには未だ収録されていないので、途中で全日大阪会館

を訪問することにした。全日大阪会館の周辺地図を図５に示す。 

 

図５．全日大阪会館（赤印）の周辺地図 本図は４）のサイト/より借用。 

大阪城 

http://www.geocities.jp/douzouz/
http://www.geocities.jp/douzouz/
https://osakahonbu.zennichi.or.jp/customers/about-us/
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 全日大阪会館は図５が示すように、地下鉄谷町線の天満橋駅で降り、大阪城方向

に行くと容易に発見できた。そもそも、「全日」とは何であろうか？５）のサイト/

に次のような説明がある。 

「全日」とは「全日本不動産協会」の略称。全日は、建設大臣より設立許可を受けた公

益法人で、昭和 27 年 6 月 10 日「宅地建物取引業法」が初めて公布されたのを機に、同年

10 月 1 日設立された業界最古の歴史を誇る全国に 47 の都道府県本部を持つ不動産業者の

全国組織。本協会は、不動産が産業の基盤であり、土地や宅地建物の供給及び流通が国民

生活の根幹をなすとの認識のもと、消費者の安全と公正を確保し、その有効利用を促すな

ど、社会への貢献と業界の健全な発展に寄与するよう活動している。なお、「全日」の総

本部は東京都千代田区紀尾井町の全日会館にあり、大阪府本部が全日大阪会館にある。 

当日、私は全日大阪会館の１F玄関ロービーに入った。そこに、野田卯一の胸像

があった。ロービーには掃除の小母さんしかいなかったので、彼女に「受付の方は

いませんか？」と聞いた。彼女が「受付は２階です」と言うので、２階まで上がる

のは面倒なので黙って野田像を撮影し、会館を去った。胸像の写真を図６に示す。 

  

図６．左：野田卯一先生之像の全体、右：胸像部分。 

 

ウィキペディアによれば、野田卯一氏の略歴は次の通りである。 

野田卯一（1903-1997）は岐阜県岐阜市出身。野田繁吉の五男として生まれる。岐阜中学、

一高を経て、1927 年 3 月に東京帝国大学法学部法律学科（英法）を卒業後、大蔵省に入省。

池田勇人（1899-1965）・福田赳夫（1905-1995）とともに、「大蔵省の 3 田」と呼ばれた。

1948 年に大蔵次官になる。1950 年、自由党から第 2 回参議院議員通常選挙の全国区に出

https://www.zennichi.or.jp/about/address/
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馬し当選。1951 年、吉田内閣の建設大臣兼北海道開発庁長官として初入閣。1953 年に衆

議院議員に転じ、1979 年まで連続９回当選。その間、1976 年に三木内閣の経済企画庁長

官に就任。1979 年の選挙で落選し政界引退。地盤は孫の野田聖子が 1990 年から継承。 

 全日大阪会館の野田像には、図７に示す銘板があった。本文から、野田氏は昭和

27 年に成立した「宅地建物取引業法」の制定に尽力したことが分かる。 

 

 

図７．野田卯一先生之像に貼られた銘板。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E8%A8%AD%E5%A4%A7%E8%87%A3
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（４）灘高の嘉納治五郎像 

 灘高はトップレベルの大学進学校として有名であるが、私はここに嘉納治五郎像

があるとの情報を得た。日本銅像探偵団サイトでは、「日本の銅像ギャラリー」の

兵庫県・神戸市欄や「銅像指名手配」欄に嘉納像は収録されていない、私は全国の

名門校である本校の見物を兼ねて、嘉納像の探索に行った次第である。 
本稿を書く前に、私は先ず日本銅像探偵団サイトの「画像提供掲示板」に灘高の

嘉納像の写真を提供した。ところが、画像提供仲間の一人から、次のような辛いご

意見をいただいた。「林様、いつも投稿される銅像楽しみに拝見し銅像巡回時の参考に

させて頂いております。この嘉納治五郎像に関して、本掲示板に以前私が投稿させて頂い

たのですが、まだアルバムに反映されておりません。このような指摘コメント申し訳あり

ません。」 

私が「画像提供掲示板」の過去の投稿を失念して、本像を後から提供したことは、

恥ずかしい限りである。しかし、日本銅像探偵団の管理者は掲示板への投稿を整理

しておらず、このような多重投稿が発生してもおかしくない現状である。いづれに

しても、本像の紹介は簡単に行う。図８に灘高の周辺地図を示す。なお、同校の最

寄駅は JR 神戸線の住吉駅である。 

 

図８．灘高の周辺地図 本図は６）のサイト/sより借用。 

 

 灘高（灘中も併設）の校門を入ると、玄関横に次ページの図９に示すような嘉納

治五郎の全身像があった。本像の横に大きな石碑があり、そこには次のように書か

れていた。 柔道開祖 嘉納治五郎先生 生誕ゆかりの地 勝山正躬書 

 先ず、筆者の「勝山正躬」なる人物はウィキペディアにはなかった。そこで、私

はネット検索を行い、次のような情報を得た。 

７）のサイト/l：勝山正躬（かつやま・まさみ：1912-1989）の著書を記載。 

８）のサイト/l：三島由紀夫の本籍地（加古川市志方町上富木）の南西 2.5 キロほどの地

点に、常福寺という浄土宗の寺がある。灘高校を一流進学校に育て上げた故・勝山正躬氏

は、西神吉町大国のこの寺の住職でもあった。 

９）のサイト/l：勝山先生は旧制姫路高等学校卒、京都帝大卒でした。 

10）のサイト/o：灘中・灘高の人物：4 代校長・勝山正躬 （教頭から昇格、退任後は名誉

校長） 

http://www.geocities.jp/douzouz/
http://www.geocities.jp/douzouz/
http://www.geocities.jp/douzouz/
https://rent.tokyu-housing-lease.co.jp/rent/5000377/access
http://webcatplus.nii.ac.jp/webcatplus/details/creator/28437.html
http://mishimajapan.seesaa.net/article/387497776.html
http://nakamura-syounika.cocolog-nifty.com/blog/2010/10/post-139a.html
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図９．灘高（灘中も併設）の玄関横にある嘉納治五郎先生像 

 

 私には、本像横にある石碑の「生誕ゆかりの地」という意味がよく分からない。

嘉納先生は現在の灘高の敷地で生まれたのであろうか？この疑問を解決するために

は、旧制・灘中の設立経緯が参考になる。灘高の HP（11）のサイト/l）によれば、

旧制・灘中の設立経緯は次の通りである。 

灘校は昭和２年１０月２４日、灘五郷の酒造家両嘉納家及び山邑家の篤志を受けて旧制

灘中学校として創立されました。創立に当たっては、嘉納家の親戚で、当時東京高等師範

学校（現筑波大学）校長兼講道館館長であった嘉納治五郎先生を顧問に迎えて尽力いただ

き、校是にも柔道の精神『精力善用』『自他共栄』を採り翌３年に開校の運びとなりまし

た。灘校の教育の基本を確立したのは、嘉納先生の愛弟子として初代校長に就かれた眞田

範衞先生で、先生は灘校の『教育の方針』を定めるとともに、自ら校歌・生徒歌も作詞さ

れました。なお、4 代校長・勝山正躬先生の在任期間は 1971.4.1-1987.3.31。 

 

（５）付録 

 別の角度から撮影したドン・ボスコ像の写真を次ページの図 10 に掲載する。 
 

http://www.nada.ac.jp/enkaku.html
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図 10.  別の角度から撮影したドン・ボスコ像 
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